
（
川
西
さ
ん
）

　

も
と
も
と
広
報
関
係
の
仕
事

に
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
や
体
験

し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
将
来

の
仕
事
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
記
事
の
作
成
で
学
ん

だ
語
彙
力
を
受
験
な
ど
に
も
活

か
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
北
上
さ
ん
）

　

私
た
ち
は
栗
山
町
役
場
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
訪
れ
、
広

報
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

初
日
に
カ
メ
ラ
の
使
い
方
や
撮

影
の
練
習
で
栗
山
公
園
と
ハ
サ

ン
ベ
ツ
里
山
に
行
き
、
２
日
目

は
取
材
を
行
い
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
記
事
を
書
き

ま
し
た
。
写
真
を
撮
る
こ
と
や

聞
く
こ
と
を
考
え
て
実
際
に
取

材
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
や
楽

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
若
林
さ
ん
）

　

カ
メ
ラ
の
撮
り
方
で
、
印
象

が
全
然
変
わ
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
練
習
で
景
観
を
撮
る
の

も
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
自
然

体
の
人
の
写
真
を
撮
る
方
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、取
材
を
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
地
域
の
方
と
関
わ
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

記
事
を
書
く
こ
と
は
、
使
う

言
葉
や
文
法
な
ど
を
考
え
、
人

に
伝
え
る
文
章
を
書
く
大
変
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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今
回
の
活
動
の
内
容

広
報
の
仕
事
を
体
験
し
て

今
回
の
経
験
を
将
来
に

今
回
の
経
験
を
将
来
に

依
よ り た

田　七
なな み

海さん（北海道介護福祉学校 2年）

　

枝
幸
町
出
身
。
枝
幸

高
校
を
卒
業
後
、
小
学

校
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い

た
介
護
の
道
を
志
そ
う

と
、
栗
山
町
で
の
学
び

を
選
び
ま
し
た
。

　
「
進
学
を
決
め
た
の

は
資
格
取
得
を
助
言
し

て
く
れ
た
高
校
の
先
生

や
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
介
護
学
校
の
雰

囲
気
の
良
さ
を
肌
で
感

じ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

７
月
に
２
年
次
最
後

の
実
習
が
終
了
。
介
護

の
現
場
で
働
く
職
員
た

ち
の
姿
を
見
て
「
忙
し

い
中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
大

切
に
し
て
い
た
。
ま
だ

ま
だ
私
は
消
極
的
な
面

が
あ
る
の
で
、
学
ん
で

い
き
た
い
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
を

聞
く
と
「
人
の
暖
か
み

を
感
じ
る
栗
山
町
で
多

く
を
学
び
、
地
域
に
根

差
し
た
介
護
福
祉
士
に

な
り
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

地域に根差した介護福祉士を目指して地域に根差した介護福祉士を目指して

　

北
間
さ
ん
は
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
。
２
年
生
２

名
、
１
年
生
２
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
で
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

小
人
数
な
が
ら
も
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
活
動
し
て
い
る

と
話
し
ま
す
。

　

２
年
生
は
練
習
メ

ニ
ュ
ー
の
考
案
や
指
示

出
し
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
日
々
奮
闘
中
。

「
初
心
者
の
１
年
生
た

ち
の
成
長
に
驚
い
て
い

ま
す
。
み
ん
な
が
会
話
の

し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
後
輩

た
ち
の
こ
と
を
想
う
姿
勢

が
垣
間
見
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
間
さ
ん
は
勉

学
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

部
活
と
両
立
し
な
が
ら
得

意
科
目
の
数
学
を
中
心
に

学
び
を
深
め
て
い
る
と
の

こ
と
。
今
後
の
抱
負
を
聞

く
と
「
勉
強
も
部
活
も
後

悔
な
く
過
ご
し
、
楽
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

部活・勉強に全力、悔いなく過ごす部活・勉強に全力、悔いなく過ごす

栗山学び隊　Vol.26 介護福祉学校と栗山高校に通う皆さんの様子をお届けします

若
わかばやし

林　愛
あ み

美さん

栗山中出身。役場にお堅いイメージが
ありながら、広報の仕事を楽しみにイ
ンターンを希望。将来に活かせるよう
に頑張りたいと話していました。

川
かわにし

西　里
り な

奈さん

南幌中出身。広報関係の仕事に興味が
あり、アルバイトやボランティアの経
験で培ったコミュニケーション能力を
活かす場としてインターンを希望。

北
きたがみ

上　麻
ま い

衣さん

栗山中出身。生徒会活動で、企画運営や
進行の経験もあり、実際に仕事をする
ことのやりがいを感じたいと思い、イン
ターンを希望。

＼　私たち、新米広報担当です　／

栗 高 生 の 作 成
記 事 や 当 日 の
様 子 は こ ち ら
　　   ↓

①谷田製菓で取材②町子育て支援センター「スキップ」のインターン生を取材③特別養護老人ホーム「くりのさと」
で取材④カメラ撮影の練習で訪れた栗山公園の花（すべてインターン生が撮影したものです）

皆さん、2 日間ありがとうございま
した。（広報担当より）

北
き た ま

間　耀
よう

さん（栗山高等学校 2年）

                                　広報のしごとを体験                                 　広報のしごとを体験 

栗山高校就業体験（インターンシップ）栗山高校就業体験（インターンシップ）
Report

7/13.14
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【   相 談 窓 口   】    町福祉課、町社会福祉協議会
【相談ダイヤル】    ※①～③の窓口は平日 8：30 ～ 17：15 です。        

①子どもの相談    町子育て支援センター「スキップ」  ☎ 72-1280　　
②高齢者の相談    町地域包括支援センター  ☎ 73-2255
③障がいの相談    町福祉課福祉・子育てグループ  ☎ 73-2222
④ケアラーの相談    町社会福祉協議会  （専用ダイヤル）
　　　　　　　　　☎ 72-2121（月・水・金 / 午前）

　皆さんの悩み、お聞きします

ケアラーの窓から  Vol.8

  　 町地域包括支援センター

　  十
そ が わ

河　真
ま ゆ み

弓 　保健師
 

「話すコト」の大切さ

情報発信プランナー情報発信プランナー

望望
もちづきもちづき

月月　　貴貴
たかふみたかふみ

文文　隊員　隊員

町のケアラーの
最新情報はこちら

　毎年、来園者の皆様を対象に、アンケートのご協力を
いただいています。「こんなのがあったらいいな♪ここ
を直してほしい！」などなど、ご意見やご感想を聞かせ
ていただけると嬉しいです。
　皆さんのアンケートをもとに、より良い公園づくりを
目指しています。少しずつではありますが、お客様の声
を実現できるよう、取り組んでいきたいと思っています。
　栗山公園へ足をお運びの際には、ぜひ、スタッフまで
お声かけ下さい。お待ちしております。

だより　Vol.173栗山公園

　　   アンケートに
＼ ご協力お願いします／

【問い合わせ】栗山公園案内所　☎ 72-0706
　　　　　　  指定管理者　株式会社たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ

http://t-daria.com/parktop

よろしくう～さ

町史の隠れ家 vol.1栗山の史跡・モニュメントをひも解く

町史資料調査室
研究員　青木　隆夫

おり、デジタルの世界では住民や
自治体職員による生の情報が発信
されている場面も多くあります。
　昨今、「情報のデジタル化」が叫
ばれていますが、アナログの広報
誌がこれからも必要な情報誌であ
ることには変わりありません。情
報発信プランナーとして、アナロ
グ・デジタル両面から栗山町の本
質に迫る情報を発信できるよう、
町広報担当職員と連携していき
ます。

アナログとデジタル、それぞれ本質に迫る情報を

協力隊の活動は
Facebook で発信中！

情報発信プランナー情報発信プランナー

望月　貴文 望月　貴文 　　隊員隊員
 

▲ 駅前商店街のマスコットオブジェ
　「アリバー」

▲ 研究大会の様子（愛媛県内子町）

屋外でのマスク

       新しい力で栗山を元気に       新しい力で栗山を元気に

地域おこし協力隊です地域おこし協力隊です

No.72No.72

　6 月に愛媛県内子町で「全国広
報広聴研究大会」が開催されまし
た。全国からの猛者が集まるこの
大会に私も町広報担当職員と参
加。パネルディスカッションでは
全国のトップを走る 5 人のプロ
から、広報に対する情熱や愛が語
られました。
　それぞれの議論から「住民のた
めに良い広報誌を書きたい」とい
う思いを垣間見ることができ、彼
らの話を聞いていると「広報誌は
見えない努力の結晶であり、妥協
無きこだわりの産物」であること
を大会を通じて実感できました。
　私が運営している町公式 note

「くりやまのおと」も７月に１周年
を迎えました。自ら note を通じ
て情報発信をする自治体が増えて

　令和 4 年 3 月に町史『栗山町史第三巻（平成史）』
が刊行され、「町史編さん室」としての業務は終了
しました。広報くりやまでの毎月掲載していたコ
ラムも、ご愛読いただきありがとうございました。
　そして・・・これからは新しい資料の発掘を中
心に「町史資料調査室」と名前を変え、栗山の歴史・
文化に関わる情報などを発信していきます。
　テーマは、栗山の史跡とモニュメント、彫刻や
オブジェなどの紹介。辞典では、モニュメントと
は「政治、社会、文化的な事件や人物を記念するた
めに造られる建造物・碑・像など」とされています。
町内には、東北帝国大学農科大学当時の「成墾記念
碑」、米坂ヒデノリ氏の彫刻、開拓記念公園のオブ
ジェを含め、たくさんの歴史財産や作品が残され
ています。
　普段はあまり気に留めることもない、まちや施
設の風景に溶け込んだ史跡や彫刻作品を、改めて
見直す機会となれば幸いです。

　相談する・・・といっても、何を話していいのかわから
ないときもあると思います。まずは日々の生活について少
し詳しく話してみませんか？
　声に出して「話すこと」で、今まで気づかなかった自分の
気持ちや考え方に気づくことができるかもしれません。そ
の中で「実は困っていること」を一緒に探しましょう。ここ
ろの健康を保つために「話すこと」は大切です。
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【期　間】7 月 23 日㈯～ 8 月 31 日㈬　10：00 ～ 17：00
【受　付】  なかよし動物園

　アンケート用紙・ペグシル・バインダーを用意してい
ます。○印をつける簡単なアンケートです。ご意見やご
感想、良いアイデアなど自由に記入するスペースもあり
ますので、ぜひ、お聞かせ下さい。
　


